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静静静岡岡岡県県県                                                                                                       

 
会    報 
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静岡県労働研究所 
℡054-287-1293 Fax054-286-7973 
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テ ー マ の 多 様 化 に 応 え る た め 大 勢 の 参 加 を 望 み ま す ！ 

〝

賃
金
の
「
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
」 

を
め
ぐ
る
論
点
の
整
理
と
提
言
〟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
月
16
日(

金)
 

 

今
回(

第
７
回)

も
研
究
報
告
に
入
る
前
に
、
前
回
の
「
年
金

問
題P

A
R

T
2

…
諸
外
国
の
年
金
制
度
…
」
に
つ
い
て
、
日
本

の
年
金
制
度
と
の
比
較
か
ら
、
諸
外
国
で
は
最
低
保
障
年
金
制

度
、
全
額
国
庫
負
担
で
確
立
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
遅
れ
と
今

後
の
改
革
、
最
低
保
障
年
金
の
運
動
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
を

簡
単
に
報
告
し
た
。
河
合
氏
は
、
日
本
の
年
金
（
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
掛
金
等
）
の
積
立
額
は
１
７
０
兆
円
と
も
２

０
０
兆
円
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
、
実
際
、
積
立
金
は
、

ど
こ
で
ど
う
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
運
用
先
と
金
額
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
中
澤
特
別
員

は
、
積
立
金
の
運
用
先
や
金
額
に
つ
い
て
、
政
府
機
関
で
は
一

切
公
表
さ
れ
て
い
な
い
し
、
資
料
も
現
在
の
と
こ
ろ
無
い
と
述

べ
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
年
金
問
題
の
研
究
や
調
査
活
動
を
進
め
る

必
要
を
大
い
に
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

―
賃
金
の
「
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
テ
ー
マ
に
す
る
か
？
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発
表
者:

中
澤
秀
一
特
別
研
究
員 
 

今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
か
ら
も
意
見
が
あ
り

研
究
報
告
、
討
論
、
ま
と
め
（
整
理
と
提
言
）
と
な
る
よ
う
に

と
の
要
請
か
ら
出
た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
、
賃
金
の

「
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
か
？
５
つ

の
理
由
か
ら
論
点
整
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
①
男
女
の
均
等
待
遇
を
求
め
る
潮
流
の
増
大
す
る
な

か
、
男
女
平
等
の
賃
金
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
必
要
性
が
あ
る
。
②
財
界
や
政
府
の｢

個
人
単
位
化
」

�
 

�

を
進
め
る
動
き
を
理
論
的
に
評
価
分
析
す
る
。
こ
の
点
は
、

全
労
連
の
提
起
も
中
心
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
③
マ
ル

ク
ス
経
済
学
の
立
場
か
ら
「
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
」
を

理
論
的
に
評
価
し
、
明
ら
か
に
す
る
。
④
日
本
の
賃
金
制
度
は
、

男
性
中
心
の
性
差
別
賃
金
で
あ
る
と
い
う
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
か
ら

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
主
張
と
限
界
を
明
確
に
す
る
。
⑤
新
た
な
賃

金
闘
争
の
形
態
と
内
容
を
「
模
索
」
す
る
。
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

―
財
界･

政
府
の
新
戦
略
と
「
個
人
単
位
化
」
― 

 

中
澤
特
別
員
は
、
５
つ
の
理
由
の
中
で
、
財
界
に
お
け
る
、

成
果
主
義
賃
金
体
系
の
導
入
、「
多
立
型
賃
金
体
系
」
の
提
言
、

パ
ー
ト
の
処
遇
問
題
プ
ラ
ス
政
府
の
社
会
保
障
・
税
制
の
「
構

造
改
革
」
に
共
通
す
る
論
理
は
「
個
人
単
位
化
」
へ
の
移
行
を

新
戦
略
の
中
心
と
し
て
い
る
。
日
本
経
団
連
は
、「
多
立
型
賃
金

体
系
」
つ
い
て
、
２
０
０
２
年
の
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

の
な
か
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
報
告
を
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

※
多
立
型
賃
金
」
は
、
職
務
に
応
じ
て
賃
金
制
度
を
設
定
し
、

①
定
型
的
職
務
群
、
②
非
定
型
的
職
務
群
（「
課
業
柔
軟
型
」
と

「
役
割
設
定
型
」
）
に
分
け
て
い
る
…
職
務
給
と
し
て
の
時
間
給

の
対
象
を
正
規
労
働
者
に
ま
で
拡
大 

 

①
定
型
的
職
務
群
↓
一
般
技
能
職
、
一
般
事
務
職
、
販
売
職
等

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
手
順
で
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
す
る
職
業
群
。

職
務
給
を
基
本
に
能
力･

習
熟
が
伸
長
す
る
職
務
に
は
習
熟
給

を
上
乗
せ
す
る
。 

 

②
非
定
型
的
職
務
群
（「
課
業
柔
軟
型
」）
↓
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー 

 
 
 
 

 

職
。
職
能
開
発･

育
成
期
間
に
あ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
職
能
資 

 
 

 

格･

職
能
給
と
し
、
評
価
期
間
ご
と
の
成
果
で
賃
金
を
上
下
さ
せ 

 

る
「
洗
い
替
え
成
果
給
」
を
加
え
る
。 

 

③
非
定
型
的
職
務
群
（
「
役
割
設
定
型
」）
↓
企
画
調
査
、
研
究

開
発
職
、
営
業
職
、
管
理
職
、
職
責
、
役
割
で
成
果
が
求
め
ら

れ
「
役
割
給
」
と｢

洗
い
替
え
方
式｣

の
成
果
給
で
区
別
す
る
。

�
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�
―
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
立
場
か
ら 

 
 
 

「
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
」
― 

 

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
、労
働
力
と
そ
の
価

値
規
定
は
、
そ
の
当
時
の
「
事
実
」
の
分
析
か
ら
、

本
質
が
抽
出
さ
れ
、
概
念
化
に
い
た
っ
て
い
る
。
↓

つ
ま
り
、
そ
の
概
念
は
「
あ
る
も
の
」
で
あ
っ
て
、

決
し
て
「
あ
る
べ
き
も
の
」
で
は
な
い
。
今
日
の
価

値
規
定
は
、
マ
ル
ク
ス
の
時
代
と
は
、
家
族
構
成
も

違
っ
て
い
る
。
女
性
労
働
者
が
全
体
の
４
割
を
占
め

て
い
る
、
家
族
形
態
が
多
様
化
し
て
い
る
等
の
状
況

下
で
、
労
働
力
の
価
値
規
定
を
ど
う
理
解
す
べ
き
な

の
か
？
さ
ら
に
、
社
会
保
障
制
度
の
確
立
も
労
働
力

の
価
値
規
定
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
と
い

え
る
が
、
間
接
賃
金
と
し
て
の
社
会
保
障
を
ど
う
解

釈
す
る
の
か
と
問
い
質
し
て
い
ま
す
。 

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
と
の
関
連
で
― 

そ
し
て
、
中
澤
特
別
員
は
、
こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

の
提
起
す
る
賃
金
論
の
特
徴
を
２
点
に
渡
っ
て
、
①

年
功
賃
金
は
性
差
別
的
賃
金
（
性
に
非
中
立
的
）
で

あ
る
。
②
「
世
帯
賃
金
」
を
否
定
し
て
、
賃
金
を
「
個

人
単
位
化
」
す
る
。
と
述
べ
て
、
①
に
関
し
て
、
公

務
員
や
教
員
等
の
年
功
賃
金
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

②
に
つ
い
て
は
、
是
正
す
べ
き
は
男
女
格
差
で
あ
っ

て
、
「
世
帯
賃
金
」
で
は
な
い
こ
と
。
個
人
単
位
化

の
主
張
が
、
労
働
力
の
世
代
的
再
生
産
の
解
体
を
促

進
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
と
付
け
加
え

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
喚
起
す
べ
き
は
、
２
つ
の
個
人

単
位
化
の
流
れ
が
あ
る
、
①
財
界･

政
府
が
主
張
す

る
市
場
原
理
主
義
的
個
人
単
位
化
、
②
労
働
者
が
主

張
す
る
自
立
可
能
な
個
人
単
位
化
、
で
あ
り
、
現
段

階
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
で
は
、
こ
の� 

�

２
つ
の
道
の
峻
別
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
、

と
問
う
て
い
ま
す
。 

―
自
立
可
能
な
個
人
単
位
化
の
展
望
― 

 

生
活
で
き
る
「
個
人
単
位
賃
金
」
へ
・
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
確
立
・
均
等
待
遇
・
同
一
価
値
労
働
同

一
賃
金
原
則
の
実
現
・
成
果
主
義
と
結
び
つ
い
た
賃

金
の
個
別
化
を
許
さ
な
い
こ
と･

雇
用
の
多
様
化
、

柔
軟
化
、
流
動
化
へ
の
規
制
緩
和
を
許
さ
な
い
こ

と
・
生
活
関
連
手
当
（
家
族
手
当
、
住
宅
手
当
）
と

社
会
的
条
件
の
整
備
・
女
性
や
若
者
が
働
き
続
け
ら

れ
る
労
働
条
件
と
社
会
的
環
境
の
整
備
・
企
業
内
運

動
か
ら
の
脱
皮
な
ど
の
社
会
的
諸
条
件
の
向
上
を

求
め
る
運
動
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、 

 

論
点
提
起
は
、
果
た
し
て
「
個
人
単
位
化
」
と
は

労
働
組
合
運
動
が
求
め
て
い
け
る
も
の
な
の
か
？

と
述
べ
て
「
労
働
総
研
基
礎
理
論
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

�

に
お
け
る
、
【
賃
金
の
「
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単

位
へ
」
を
め
ぐ
る
論
点
整
理
と
提
言
】
の
研
究
発
表

を
終
え
ま
し
た
。 

 

【
質
問
の
内
容
】 

 

質
問
で
は
、
「
個
人
単
位
化
」
と
い
っ
て
、
単
純

に
家
族･

住
宅
等
の
諸
手
当
が
無
く
な
る
の
は
納
得

で
き
な
い
。
い
ま
、
な
ぜ
「
個
人
単
位
化
」
な
の
か
、

こ
の
問
題
は
、
何
処
か
ら
出
て
き
た
の
か
、
今
後
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
中
小
企
業
は
、
こ
の

問
題
か
ら
賃
金
を
ど
う
捉
え
た
ら
よ
い
か
。
賃
金
の

問
題
は
、
百
人
が
百
人
と
も
あ
た
り
前
に
貰
え
る
に

は
、
ど
う
評
価
す
る
の
か
、
能
力
評
価
の
基
準
を
ど

う
す
る
の
か
。
な
ど
多
く
の
質
問
が
出
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責 

片
桐
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
５
月
21
日(

金)

18:

30
～｢

５
月
定
例
研
究
会

‐
派
遣
労
働
と
請
負
労
働
に
お
け
る
労
働
者

の
実
態｣

発
表
者:

柴
崎
浜
大
助
教
授 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆
５
月
27
日(

木)

18:

30
～
第
28
回
所
員
会
議 

 

会
場
：
静
岡
県
評 

◆
６
月
3
日(

金)

18:

00
～
「
連
続
講
座
―
10
月

開
講
に
向
け
て
打
合
せ
会
・
懇
親
会
」 

 

会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ 

◆
７
月
31
日(

土)

10:

00
～
「
研
究
発
表
・
第
２

機
第
１
年
次
総
会
と
シ
ン
ポ
」 

 

会
場:

静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
Ｆ 


